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ＥＦ１２５６－３２Ｐ ユーザーズガイド

第一版 1997年 １月 発行

１．概要

ＥＦ１２５６－３２Ｐは、ＥＦＰ－Ⅰに装着して使用するＥＦＰ専用ＭＣＵユニットです。

ＥＦ１２５６－３２Ｐを使用することにより、２５６Ｋ、５１２Ｋ、１Ｍタイプの
ＥＰＲＯＭへの書込み、読み出しができます。

図１.１にＥＦ１２５６－３２Ｐの外形図を示します。

図１.１ ＥＦ１２５６－３２Ｐ外形図

２．仕様

表２.１にＥＦ１２５６－３２Ｐの仕様を示します。

表２.１ ＥＦ１２５６－３２Ｐ仕様

ROMﾀｲﾌﾟ ﾒﾓﾘﾀｲﾌﾟ ROM ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾒﾓﾘｴﾘｱ対応 名称

M27C256 EPROM 256Kﾊﾞｲﾄ EPROM 0H ～ 7FFFHの

M27C512 EPROM 512Kﾊﾞｲﾄ EPROM 0H ～ FFFFHの

M27C101 EPROM 1Mﾊﾞｲﾄ EPROM 0H ～ 1FFFFHの
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３．ＥＰＲＯＭの挿入方法

ＥＰＲＯＭを挿入するときは、ＥＦ１２５６－３２Ｐ上ＩＣソケットに下詰めで（レバー側）

ＥＰＲＯＭを挿入してください。誤挿入はＥＰＲＯＭに致命的な破損を引き起こしますので、

十分ご注意ください。

図３.１にＥＰＲＯＭの挿入方法を示します｡

256K､512K EPROM挿入例 1M EPROM挿入例

図３.１ ＥＰＲＯＭの挿入方法

４．スイッチの設定について

表４.１にＥＦ１２５６－３２Ｓのスイッチ設定内容を示します。

表４．１ スイッチの設定内容

ROMﾀｲﾌﾟ 対応ROM名称 SW1 SW2

M27C256 256Kﾊﾞｲﾄ EPROM 256/101 256の

M27C512 512Kﾊﾞｲﾄ EPROM 512 512/101の

M27C101 1Mﾊﾞｲﾄ EPROM 256/101 512/101の


